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彙

報

京
都
哲
學
會
登
會
四
十
周
年
記
念

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
囲
記
事

　
昭
和
三
十
一
年
度
の
京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會
は
、
畢
會
嚢
足
四
十
周

妬
記
念
行
事
、
並
び
に
京
都
大
學
文
學
部
創
立
五
十
周
庫
記
念
へ
の
参
加

行
事
と
し
て
、
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
孚
よ
り
、
文
學
部
第

一
敏
室
に
お
い
て
、
園
原
太
郎
敏
授
司
會
の
も
と
に
左
記
の
如
く
行
は
れ

た
（
聴
衆
約
三
酉
名
）

一、

A
田
蕪
氏
（
露
獅
）
同
顧

　
一
、
高
坂
正
顯
氏
（
京
都
大
學
敦
育
學
部
長
、
数
授
）
欧
米
哲
學
界
の
印
象

　
一
、
矢
田
部
達
郎
氏
（
京
都
大
學
数
授
）
心
理
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　
絡
了
後
馬
友
會
館
に
於
て
、
高
坂
、
矢
田
部
繭
氏
を
懸
み
晩
餐
を
共
に

し
つ
つ
九
時
過
ぎ
ま
で
激
談
し
た
。
な
ほ
右
の
三
講
演
の
内
容
は
本
號
に

す
べ
て
若
く
は
そ
の
一
部
を
枚
録
す
る
所
で
あ
る
。

　
又
右
と
並
行
し
て
行
は
れ
た
交
野
部
五
十
周
年
記
念
行
事
申
の
公
開
講

演
會
に
は
、
哲
學
科
か
ら
は
「
ギ
リ
シ
ャ
人
と
歴
史
砿
と
題
し
て
田
申
美

知
太
郎
敏
授
が
（
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
六
蒋
よ
り
、
於
毎
日
新

聞
姓
ホ
ー
ル
（
京
都
）
）
、
「
妻
の
地
位
」
と
題
し
て
臼
井
二
爾
敢
授
が
（
十

一
月
目
＋
五
日
（
日
）
午
後
蒔
よ
り
、
高
熱
賑
新
聞
融
ホ
ー
ル
（
大

阪
）
》
講
演
せ
ら
れ
た
。

　
　
矢
田
部
達
郎
敏
授
停
年
講
義

彙

報

　
停
年
に
よ
り
昭
和
三
十
一
年
十
月
二
十
四
日
隈
り
交
學
部
を
退
職
せ
ら

る
、
こ
と
に
な
っ
た
心
理
學
摺
當
の
矢
田
部
達
郎
教
授
の
停
年
講
義
は
、

「
思
考
の
心
理
」
と
題
し
て
昭
鵜
三
十
一
年
九
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後

一
時
よ
り
交
學
部
一
番
教
窒
で
行
は
れ
た
。

　
な
ほ
同
教
授
は
本
年
訟
月
東
京
都
豊
島
腰
池
袋
一
ニ
ノ
一
四
三
一
に
轄
宅

せ
ら
れ
た
。京

都
大
學
文
學
部
外
単
科
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
　
　
－
昭
和
三
十
二
年
三
月
一

哲
　
畢
　
響
　
攻

學
士
　
太
田
　
早
苗

川
村
　
榮
助

訓
導
嘩
雄

常
俊
宗
三
郎

西
谷
裕
作

濱
田
　
貞
時

森
　
　
峯
雄

　
　
　
山
本

修
士
　
青
木

　
　
　
大
田

章隆昌
夫嘉男

↓
剛
6
　
＜
8
匹
匹
　
｛
o
H
　
ゴ
息
ぐ
匡
置
旧
　
鋤
昌
儒
　
ω
o
o
一
既

瓢
臨
監
§
b
d
o
ぼ
触
（
言
語
の
始
源
的
相
に
於
け
る

考
察
よ
り
）

カ
ン
ト
の
先
験
的
統
畳
に
つ
い
て

カ
ン
ト
の
筆
工
的
自
我

先
験
的
統
蜀
に
つ
い
て

軍
子
と
世
界
に
つ
い
て

意
識
と
自
己
意
識

ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
紳
現
象
學
に
於
け
る
壁
糸
及
び
知

艶
に
就
い
て

意
識
の
ノ
エ
シ
ス
・
ノ
エ
マ
的
構
造

カ
ン
ト
哲
學
に
於
け
る
自
然
・
自
我
及
び
自
由

先
験
的
演
繹

一
〇
一

蒲
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學
士
　
長
末

修
士
　
河
井

修
士
　
中
租

修
士
　
鈴
木

畢
士
　
井
上

　
　
　
石
田

　
　
籔
攣
研
究
　
第
照
冨
駈
＋
一
號

　
戸
田
　
　
賢
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
研
究

　
　
　
　
西
洋
暫
羅
史
轟
攻

　
　
　
　
　
博
　
デ
カ
ル
ト
の
道
徳
論

　
　
　
　
　
眞
　
ソ
ピ
ス
テ
ス
篇
の
さ
q
§
唐
ン
曾
警
の
解
繹
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
り
て

　
種
山
恭
子
×
薯
黛
r
罷
讐
。
コ
の
↓
骨
飛
§
に
於
け
る
H
？

　
　
　
　
　
　
　
o
畠
9
0
♂
の
日
戸

　
村
川
川
　
　
浦
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
Ω
〈
…
冨
ω
U
働

　
　
　
　
　
　
　
の
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
印
度
哲
學
史
蒼
海

　
　
　
　
一
誠
　
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
に
於
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
思

　
　
　
　
　
　
　
想
の
成
立
に
就
い
て

　
　
　
　
支
那
暫
二
三
奪
攻

　
　
　
　
　
茂
　
孟
子
に
お
け
る
入
間
論
の
展
關
…

　
　
　
　
　
　
　
　
i
「
耳
目
之
官
」
と
「
心
血
密
」
i

　
　
　
　
心
理
畢
西
日

　
　
　
　
和
子
　
幼
見
の
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
反
町

　
　
　
　
稔
子
　
集
劉
内
の
地
位
認
知
に
よ
る
安
定
感
の
蜜
験
的
研

　
　
　
　
　
　
　
究

　
上
芝
　
功
博
　
無
解
決
事
態
が
後
の
課
題
解
決
に
及
ぼ
す
敷
果
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

宇
地
井
美
智
子
　
概
念
の
日
陰
過
程
に
製
す
る
蜜
験
的
研
究

　
大
石
　
　
健
　
集
國
梅
造
に
於
け
る
地
位
と
意
見
及
び
行
動
と
の

　
　
　
　
　
　
　
瀾
三

岡
武
　
俊
輔

木
戸
孝
之

高
韻
　
　
登

名
倉
啓
太
郎

申
西
　
啓
子

根
本
鋼
明

原
口
　
幹
雄

森

修
士
　
池
田

　
　
　
岡
野

　
　
　
鳥
居

修
士
　
瀧

　
　
　
森
下

弘
利悪婆直正
明秀理隆男進

　
　
　
　
　
　
一
〇
ご

寮
生
活
に
お
け
る
適
材
に
つ
い
て

圏
形
抽
禺
の
爽
塾
生
研
究

眼
瞼
條
件
反
射
に
於
け
る
“
系
”
の
混
蹴
に
つ
い
て

反
懸
時
間
に
み
ら
れ
る
二
時
敷
果
に
つ
い
て

見
童
に
於
け
る
遠
近
鋼
断
の
特
質

畢
習
轡
料
の
系
が
言
語
學
習
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て

言
語
綾
上
に
お
け
る
カ
。
冨
マ
一
揖

　
一
類
似
度
の
移
入
及
び
後
退
作
用
に
及
ぼ
す
影
響
－

目
標
並
び
に
出
爽
黙
勾
配
の
汎
化
の
問
題

　
－
白
ね
ず
み
を
使
っ
て
i

槻
蜀
巨
象
の
定
位

學
己
斐
團
の
研
究
一
小
學
校
四
隼
の
一
鋸
一

親
旧
湯
と
ω
ぎ
団
い
蓉
け

畢
奪
攻

カ
ン
ト
の
國
家
観

貝
原
盤
軒
と
宋
學

美
園
美
術
史
聡
三

遷
士
　
秋
野
癸
薫
矢

　
　
　
井
尻
　
盆
郎

　
　
　
大
久
保
　
盤

多
田
　
光
一

馬
場
左
多
子

帆
足
　
正
規

想
像
力
の
問
題

美
の
成
立
に
於
け
る
「
我
」
の
闘
題

文
藝
と
縮
画
の
限
界
に
つ
い
て

　
一
U
留
臨
＝
α
こ
著
（
り
・
β
き
犀
8
2
．
．
）
を
中
心
に
一

興
術
批
評
に
つ
い
て

フ
ォ
ル
ム
に
つ
い
て

幽
玄
に
つ
い
て
の
一
考
察
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修
士

學
士

修
士

學
士

修
士

鈴阿
木部

新
田

　
　
　
　
1
飽
の
幽
玄
の
成
立
1
一

　
弘
　
臼
本
古
代
美
術
の
形
成

健
二
　
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
篤
蜜
主
義
の
成
立
に
お
け
る

　
　
　
く
碧
M
署
犀
兄
弟
の
役
割

博
衛
美
的
感
情
に
つ
い
て

甦
愈
工
事
攻

二宮光箔谷石
ノ川永本口橋
へ

・清博武正
ア水行雄治隆

エ
ノ
ハ
　
ア
マ
ン
グ

シ
ャ
フ
ィ
ウ
デ
ン
・
シ
ャ
リ
フ

吉　高盤口會
国　島原羽田

民　昌　盆
人　鏑野生彰

泉
教
學

池淺藤竹
田野田内

隆利四維
正昭延茂

知
識
甦
會
學
に
於
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題

ナ
チ
ス
の
拾
頭
と
そ
の
背
鍛

マ
ッ
キ
イ
バ
！
國
家
論
の
嚢
展

産
業
経
血
書
に
於
け
る
人
間
關
係
の
研
究

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
肚
會
的
基
礎

　
　
　
村
落
の
嚢
展

　
　
　
　
　
　
　
相
互
扶
助
の
爽
逮

英
國
近
代
階
級
の
攣
遷

融
會
分
化
の
研
究

近
代
官
僚
制
の
構
造

近
代
國
家
本
質
論
の
展
開

ー
マ
ッ
キ
イ
バ
ー
、
ラ
ス
キ
ー
の
所
論
に
繰
り
な
が
ら
－

砒
曾
驕
係
と
趾
曾
組
織
、

　
一
行
総
の
翻
黙
か
ら
す
る
一
考
寮
一

　
鰹
攻

信
仰
に
於
け
る
呼
慮
的
構
造

キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け
る
不
安
の
概
念

ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
時
と
永
遽

N
ロ
録
画
蕊
窪
麟
の
歌
こ
い
q
曾
幹
樽
卵
無
銭
昌
o
o
『

薪
藩
外
山
手
口
灰
織
舗
丈
一
賢

河
波

松松
山塚

學
士
水
垣

　
　
　
巴
ω
口
①
護
鉱
㊦
匡
．
＾
＾

　
昌
　
カ
ン
ト
の
細
書
に
於
け
る
神
の
内
在
と
超
越
に
っ

　
　
　
い
て

豊
茂
　
宗
数
的
演
者
に
於
け
る
思
惟
と
直
観

康
躍
　
否
定
性
の
構
造

　
　
　
　
…
i
ー
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
翻
隣
し
つ
つ
－
一

基
督
教
墨
聴
攻

　
渉
　
使
徒
行
傳
の
資
料
に
つ
い
て

新
着
外
國
雑
誌
所
載
論
文
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
1
哲
　
　
　
學
一

㎏
O
ご
閃
宏
諺
い
○
閃
円
出
国
】
肖
ω
的
○
江
尾
O
男
目
∪
団
諺
ρ
＜
o
H
　
×
〈
霞
”

窯
ρ
b
。
〉
箕
臨
お
零
●

　
竃
自
N
o
P
H
畠
畠
7
》
∴
U
舞
仲
①
．
ω
0
8
8
冨
8
0
｛
り
。
く
p

　
裳
鎧
①
昼
O
訂
ユ
。
ω
O
．
…
該
鶴
σ
q
一
〇
き
庫
ω
ぎ
冥
圃
。
剛
ω
舅
ぎ
》
鵯
卿
勺
駆
．

　
b
d
鑓
。
冨
ジ
穿
昌
蔓
ζ
．
…
》
謬
脅
。
毛
b
d
舞
8
が
（
）
捧
ざ
。
｛
切
。
詩
の
剛
塁
●

　
縁
。
壷
掘
β
¢
思
∴
O
霊
。
或
糸
巻
震
幽
ヨ
魯
房
“
℃
幽
霧
浄
鴇
窪
偶
畠
く
－

　
　
　
o
一
匂
。
…
葭
●

回
○
¢
閃
完
》
ピ
○
団
6
瓢
国
霞
ω
目
○
閃
綬
○
男
H
O
団
跨
ρ
＜
9
．
×
＜
頃
．

翼
9
心
O
g
H
り
閤
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
リ
　
　
へ

　
9
匡
島
㊦
賀
智
ヨ
。
。
・
霧
島
δ
三
℃
o
唱
9
霞
跨
艮
三
〇
甑
＄
房
ヨ
贈
コ
℃
ロ
蜂
碧

　
　
　
殉
①
〈
o
『

　
犀
。
≦
ぴ
。
匪
き
”
》
ヨ
。
匡
顕
∴
富
ω
¢
…
β
鵠
σ
q
疑
更
。
。
州
5
恥
H
Q
。
聾
6
0
艮
ロ
蔓

　
　
　
開
。
麟
α
q
岡
。
騨

　
顕
霞
瞬
結
四
日
”
匿
題
…
U
強
運
訟
環
算
⑦
弩
傷
ω
o
囲
㊦
巳
諭
円
冨
雷
隅
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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哲
綴
研
究
　
第
四
百
菰
十
一
號

　
鵠
飴
ざ
≦
旨
鍵
ヨ
頃
．
…
娼
9
包
O
陰
二
『
易
“
国
』
o
⑳
o
覧
藁
。
昌
聾
Φ
閃
δ
コ
ー

　
　
　
ユ
鍵
●

　
≦
o
開
ω
o
登
℃
露
翻
℃
い
…
　
局
ユ
⑦
胤
円
剛
。
プ
ζ
①
ぎ
o
o
犀
①
（
困
o
o
Φ
国
一
H
Φ
ぴ
劇
）

℃
田
い
○
ω
○
り
白
幕
”
＜
o
ピ
蔓
口
》
冒
9
這
ρ
智
コ
■
同
り
α
メ

　
ω
ヨ
二
士
累
．
囚
。
露
唱
脚
閃
魯
二
　
同
誘
冥
9
。
8
お
節
謬
鎌
U
冒
㊦
稀
⑦
α
ω
①
白
。
．

　
口
舘
島
ρ
妻
■
男
犀
∴
罎
団
。
≦
昌
団
話
①
≦
竃
．

　
三
舞
門
『
5
早
ω
甫
螢
弓
u
｝
∴
閑
ゆ
。
薯
ぎ
σ
q
｝
翌
。
ご
①
ψ
O
①
o
凱
ぎ
ぴ
q
曜

　
口
。
舞
ρ
即
…
】
）
岡
ω
ω
o
才
ぎ
ぴ
q
け
｝
δ
．
、
℃
8
¢
Φ
ヨ
僧
．
、
◎
団
H
⇒
匹
8
口
。
爵
．

　
園
匿
。
窯
ρ
》
．
U
∴
U
凶
ω
o
ロ
沼
一
〇
ゆ
“
O
Q
ロ
匡
9
鱒
。
『
ヨ
。
。
。
げ
①
ヨ
餌
山
①
8

　
　
　
↓
『
ぎ
評
り

蜜
目
2
U
”
＜
o
H
い
×
＜
押
冥
p
b
O
①
卜
。
”
》
蜜
嘗
μ
O
α
メ

　
U
o
ρ
曽
σ
a
撃
”
》
♂
づ
“
国
諸
覧
雪
鉾
δ
昌
。
臨
書
冨
櫛
。
蔓
噸

　
×
o
昌
β
。
ご
。
。
讐
掛
8
鵠
“
・
憲
舞
o
o
誹
ω
母
8
ヨ
Φ
暮
鋤
⇒
儀
臣
艮
7
＜
巴
二
Φ
・

　
b
ゴ
巳
≦
P
宮
。
域
ヨ
簿
鐸
∵
ω
①
諺
Φ
－
畠
簿
m
o
づ
畠
蜜
舞
㊦
ユ
巴
○
び
ざ
9
ω
●

　
窓
一
葬
離
ω
－
ω
①
嵩
窃
葡
国
“
↓
ゲ
。
℃
o
謄
矯
。
げ
。
剛
。
σ
蔓
ざ
p
。
一
℃
お
器
暮
．

　
≦
籠
グ
閃
団
。
ゲ
ロ
雛
”
　
肩
び
①
男
｝
り
①
ロ
。
言
①
鵠
既
箭
斤
の
ぴ
㊦
o
蔓
。
幽
昏
ぴ
。
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ら
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、
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縫
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